
 

 

科目名 スポーツボランティア論 

教員名 村井 愛美 

授業種別 週間授業 授業形態 講義 

開講間隔 週 1回 単位数 2 

履修年次 1 学期 2021 年度 前期 

到達目標 

・スポーツボランティアの基礎的知識を学習する。 

スポーツイベントに代表されるスポーツ現場におけるスポーツボランティアの定義、範囲、制度等の基礎

的な知識、特徴、および体系を理解する。 

授業概要 

スポーツボランティアには、オリンピック・パラリンピックなどのスポーツイベントで活動する「イベン

ト・ボランティア」や、地域のスポーツ現場で指導やクラブの運営をささえる「クラブ・団体ボランティ

ア」、障害者スポーツや Jリーグ・Bリーグなどのトップスポーツチームを支える活動など内容は多様であ

る。本科目はこのようなスポーツボランティアの現状と課題について学ぶ。 

授業計画 

第１回 オリエンテーション 

第２回 ボランティアとは 

第３回 ボランティアの種類 

第４回 スポーツボランティアとは 

第５回 スポーツボランティアの事例：大規模スポーツイベント（国内） 

第６回 スポーツボランティアの事例：大規模スポーツイベント（国外） 

第７回 スポーツボランティアの事例：プロスポーツ 

第８回 スポーツボランティアの事例：自治体（まちづくり) 

第９回 スポーツボランティアの事例：障がい者スポーツ 

第 10 回 スポーツボランティアの事例：青少年スポーツ 

第 11 回 スポーツ基本計画・ダイバーシティ インクルージョン 

第 12 回 スポーツボランティアの役割・活動・求められるもの 

第 13 回 スポーツイベントのボランティア運営およびリスクマネジメント 

第 14 回 スポーツボランティアの今後の課題 

第 15 回 授業まとめ 

授業方法 講義形式で行う。 

アクティブラー

ニングの視点 
スポーツボランティアに関する調査学習を行う。 

授業外学習 スポーツボランティアに興味を持ち、日ごろから web や新聞などから情報収集する。 

教科書 適宜、資料を配布する。 

参考書 山口泰雄『スポーツ・ボランティアへの招待 新しいスポーツ文化の可能性』世界思想社 

評価方法 
授業態度 40％ 

授業毎レポート 60％ 

既修条件 なし 

実務経験のある

教員による授業 
 

 


